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3点  aA 、  bB 、  cC は同一直線上にないとする。点 PがA、B、Cの定める平面上にある

ための条件は、次の関係式を満たす実数 t 、u が存在することである。
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（例）

四面体ABCDにおいて、辺ABの中点をM、辺CDの中点をN、線分MNの中点をGと

する。直線AGと平面BCDの交点をHとするとき、 GH:AG を求めよう。

Mは線分ABの中点だから
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Nは線分CDの中点だから
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Gは線分MNの中点だから
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Hは直線AG上にあるから、 k を実数として
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Hは平面BCD上にあるので、 t 、u を実数として
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AHをAB、AC、ADで表す表し方は一通りであるので、①②より
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この連立方程式を解くと
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